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原原 著著バレーボールにおける着地動作
分析及び外傷・障害既往歴との関連性
Analysis of landing situations and the relationship between landing
situations and injury history in volleyball
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〔要旨〕（目的）本研究は，バレーボールの両脚着地と片脚着地の実態と外傷・障害既往歴との関連性を
明らかにすることを目的とした．
（方法）大学男子 1部リーグに所属する 1チーム 18名を対象に， 19試合 68セットの試合動画を見て，
着地動作をビデオ解析した．また，過去 5年間における足関節捻挫とジャンパー膝既往の有無についてア
ンケート調査を実施した．検討項目として，全着地動作の①着地動作別，②ポジション別，③競技動作別，
④セット数別，⑤足関節捻挫，ジャンパー膝既往歴の有無，における両脚着地と片脚着地の回数・割合を
算出した．
（結果）着地動作別では両脚着地と片脚着地間に有意な差は見られなかった．ポジション別ではセッ
ターにおいて，両脚着地が片脚着地よりも有意に多かった．競技動作別では，ブロックがスパイクとサー
ブに比べ両脚着地が有意に多く，サーブに比べ合計着地回数が有意に多かった．また，クロスステップブ
ロックが他のブロックに比べ合計着地回数が有意に多かった．セット数別では，第 5セットが第 2，第 3
セットに比べ両脚着地の回数が有意に低かった．足関節捻挫，ジャンパー膝既往歴の有無による各着地回
数において既往歴の有無で有意な差は見られなかった．
（結論）本研究において，足関節捻挫とジャンパー膝既往歴の有無による着地動作との関連性は見られ
なかったものの，ポジションや競技動作により，着地回数や両脚着地と片脚着地の特性に差異が見られ
た．今後より詳細かつ多様な障害との関連性を検討・調査が必要である．

緒言（はじめに）

バレーボールは室内競技で男子は高さ 243cm，
女子は 224cmのネットを挟み 6対 6で行われる
非コンタクト型スポーツである．スパイク・ブ
ロック・トスといった跳躍を伴う動作が反復して
行われる特徴がある．その為，跳躍動作の反復に
よる膝蓋腱症（ジャンパー膝）やアキレス腱症と

いった腱付着部障害，着地動作時の足関節捻挫と
いった足関節外傷など，跳躍動作に伴う下肢外
傷・障害が，バレーボールでは好発すると報告さ
れている１，２）．
バレーボールの外傷・障害発生率に関する報告

は，部位別では足関節の受傷が最も多く，次いで
膝関節の受傷が多いとされている３）．また外傷・障
害別では，足関節捻挫，ジャンパー膝がバレーボー
ルに好発する外傷・障害であることが報告されて
いる４，５）．足関節捻挫を受傷した選手は平均 4週間，
ジャンパー膝の病態を有する選手では平均 2.9週
間，練習や試合から離脱していることが報告され
ており４），足関節捻挫やジャンパー膝の発生を予防
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する取り組みが求められる．足関節捻挫，ジャン
パー膝の受傷機転として，足関節捻挫ではネット
付近の着地動作時に好発し６，７），特に相手選手や味
方選手の足の上に着地して受傷することが多いと
されている８）．更に，ジャンパー膝では跳躍回数や
着地能力が発生に影響を与える危険因子として報
告されている９）．以上より，着地動作がバレーボー
ルに好発する外傷・障害発生の危険因子であり，
着地動作の実態や着地動作と外傷・障害歴との関
係を明らかにすることはバレーボールに好発する
外傷・障害を予防する上で重要である可能性が推
察される．
これまで試合中の着地動作における男女差を検
証した研究では，男子選手の方が①スパイクとブ
ロック時の片脚着地の割合が高い，②戦術的にト
スのスピードが速い，③スパイクで速いトスを打
つ場面や空中で移動しながらブロックする機会が
多い，以上 3点が外傷・障害が好発する要因であ
る可能性が報告がされている１０）．しかし，各競技動
作別，ポジション別，セット数別での着地動作の
実態に関する研究や，両脚着地と片脚着地の割合
と外傷・障害歴との関連性についての研究はなさ
れていない．バレーボールにおける外傷・障害発
生率は試合時の方が高いという報告３，４，１１）や，足関
節捻挫の発生率は男子の方が高いという報告もあ
る１１）ことから，特に男子バレーボールにおける着
地動作の実態，着地動作と外傷・障害との関連を
明らかにすることは，バレーボールに好発する外
傷・障害発生を予防することに繋がることが推察
される．
以上より，本研究では大学生男子のバレーボー
ル試合を対象に，動作，ポジション，セット数別
の着地動作の実態，両脚着地と片脚着地の割合と
外傷・障害歴との関連を明らかにすることを目的
とした．怪我の好発するネット付近のプレーであ
るスパイクやブロックの片脚着地の割合が高くな
り，外傷・障害歴のある選手ほど片脚着地の割合
が高くなることを仮説とした．

対象および方法

対象
関東大学男子リーグに所属する 1チームにおい
て試合出場経験のある 18名を対象に，2021年度
秋季関東大学男子 1部バレーボール部リーグ戦 7
試合 24セット，2022年度春季関東大学男子 1部

バレーボール部リーグ戦 12試合 44セットの計
19試合 68セットにおける，着地動作を調査した．
また，年齢，身長，体重，利き手脚，過去 5年間
における足関節捻挫とジャンパー膝の有無につい
てアンケート調査を実施した．
試合動画解析
試合をバレーボールコートのエンドライン後方

からフレームレート 30fpsで動画撮影し，動画編
集ソフトWondershare Filmora9（ワンダーシェ
アーソフトウェア社製）を用いて解析した．先行
研究を参考に，着地時片脚が床に着いてからもう
一方の脚が着くまでの時間（着地時間）が 0.10
秒（3f以下）であれば両脚着地，0.11秒以上（4f
以上）であれば片脚着地と定義した８）．
検討項目として，全着地動作に①着地動作別，

②ポジション別，③競技動作別，④セット数別に
おける，両脚着地と片脚着地の回数・割合を算出
した．また，着地動作別の片脚着地において，右
脚からの着地と左脚からの着地の回数・割合を算
出した．足関節捻挫とジャンパー膝既往の有無に
よる両脚着地と片脚着地の回数・割合を算出し
た．
ポジション別では，①ウィングスパイカー（以

下，WS），②ミドルブロッカー（以下，MB），③
セッター（以下，S）の 3ポジションに分類した．
競技動作別では，①スパイク，②ブロック，③サー
ブ，④トスの 4動作を対象とした．さらに①スパ
イク，②ブロック，③サーブは跳躍前の動作・動
作の目的別に小分類に分類した．①スパイクでは，
スパイク動作を開始する位置により以下 4項目に
分類した：①コート左方からのスパイク（以下，
レフトアタック），②コート中央からのスパイク
（以下，センターアタック），③コート右方からの
スパイク（以下，ライトアタック），④アタックラ
インより後方からのスパイク（以下，バックアタッ
ク）．また②ブロックでは，ブロックまでの移動動
作により以下 3項目に分類した：①ステップ動作
のないブロック（以下，ノーステップブロック），
②クロスステップ後のブロック（以下，クロスス
テップブロック），③サイドステップ後のブロック
（以下，サイドステップブロック）．③サーブでは，
サーブの目的別に以下 2項目に分類した：①ジャ
ンプして打つ威力のあるスピン系のサーブ（以下，
ジャンプサーブ），②ジャンプして打つ変化の大き
い無回転系のサーブ（以下，ジャンプフローター
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表 1　ポジション別着地動作割合

ポジション
全体 両脚 片脚 1set 当たりの着地回数

回数 % 回数 % 回数 % 全体 両脚 片脚

WS 4270 100 1628 38.1 2642 61.9 13.4  6.55 6.88
MB 3807 100 1701 44.7 2106 55.3 16.3  7.51 8.78
S 2267 100 1954 86.2  313 13.8 18.6 15.6 3.02

サーブ）．セット数では，バレーボールの 1試合最
大セット数である第 5セットまでを対象に，第
1～5セットのセットごとに着地動作を分類した．
統計
各検討項目別に着地動作の合計回数，両脚着地
と片脚着地の回数の比較，またポジション間，競
技動作間，セット数間における各着地回数の比較
を実施した．ポジション別の着地回数の比較では，
選手ごとに出場セット数が異なるため各選手の各
着地回数を出場セット数で正規化し，1セット当
たりの着地回数を算出後，統計解析に使用した．
また，セット別の着地回数の比較では，セットご
とに実施セット数が異なるため，各着地回数を実
施したセット数で正規化し，1セット当たりの着
地回数を算出後，統計解析に使用した．さらに，
足関節捻挫既往の有無，ジャンパー膝既往の有無
により 1セット当たりの各着地回数の比較を実施
した．
統計学的解析には SPSS Statistics ver.28（IBM

社製）を用いた．全体の各着地回数，ポジション
別における 1セット当たりの各着地回数の群間比
較では，Shapiro-Wilk検定により正規性の検定を
行い，正規性が仮定された場合は一元配置分散分
析，正規性が仮定されなかった場合は Kruskal-
Wallis検定を実施した．競技動作別，セット数別の
各着地回数の比較では一元配置分散分析を行い，
交互作用が認められた場合は事後検定として対応
のある t検定を実施した．また，足関節捻挫既往の
有無，ジャンパー膝既往の有無による 1セット当
たりの各着地回数の群間比較では，Shapiro-Wilk
検定により正規性の検定を行い，正規性が仮定さ
れた場合は対応のない t検定，正規性が仮定され
なかった場合はMann-Whitneyの U検定を実施
した．有意確率は 5%とした．

結 果

対象者
選手の身体情報は，年齢 21.1±1.3歳，身長 184.4
±9.6cm，体重 77.4±8.9kgであった．ポジション
については，WSが 9名，MBが 5名，Sが 4名で
あった．足関節捻挫の既往歴の有無について，既
往歴ありは 7名，既往歴なしは 11名であった．
ジャンパー膝の既往歴の有無について，既往歴あ
りは 10名，既往歴なしは 8名であった．
着地動作別
全体の着地回数は 10363回であった．そのうち，

両脚着地が 5303回（51.2%），片脚着地が 5060回
（48.8%）であった．
ポジション別
ポジション別の着地回数の結果を表 1に示す．
WSの合計着地回数は 4270回であった．そのう
ち，両脚着地が 1628回（38.1%），片脚着地が 2642
回（61.9%）であった．MBの合計着地回数は 3807
回であった．そのうち，両脚着地が 1701回
（44.7%），片脚着地が 2106回（55.3%）であった．
Sの合計着地回数は 2267回であった．そのうち，
両脚着地が 1954回（86.2%），片脚着地が 313回
（13.8%）であった．
1セット当たりの各ポジションでの平均の着地

回数はWSが 13.4回でそのうち両脚着地が 6.55
回，片脚着地が 6.88回であった．MBは 1セット
当たり 16.3回の着地のうち両脚着地が 7.51回，片
脚着地が 8.78回であった．Sは 1セット当たり
18.6回の着地のうち両脚着地が 15.6回，片脚着地
が 3.02回であった．Sにおいて，片脚着地に比べ
両脚着地を有意に多く実施していた．それ以外の
ポジションでは，着地回数に群間差は見られな
かった．
競技動作別
競技動作別の着地回数の結果を表 2に示す．ス

パイクは 1973回の着地動作のうち，両脚着地が
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表 2　競技動作別着地動作割合

競技動作
全体 両脚 片脚

回数 % 回数 % 回数 %

スパイク 1973 100  639 32.4 1334 67.7
レフトアタック  856  43.4  140 16.4 716 83.6
センターアタック  390  19.8  214 54.9 176 45.1
ライトアタック  295  15.0  165 55.9 130 44.1
バックアタック  432  21.9  120 27.8 312 72.2

ブロック 4255 100 2211 52.0 2044 48.0
ノーステップブロック 1263  29.7  665 52.7 598 47.3
クロスステップブロック 2217  52.1 1050 47.4 1167 52.6
サイドステップブロック  775  18.2  496 64.0 279 36.0

サーブ 1642 100  528 32.2 1114 67.8
ジャンプサーブ 1110  67.6  201 18.1 909 81.9
ジャンプフローターサーブ  532  32.4  327 61.5 205 38.5

トス 1506 100 1345 89.3 161 10.7

639回（32.4%），片脚着地が 1334回（67.6%）であっ
た．ブロックは 4255回の着地動作のうち，両脚着
地が 2211回（52.0%），片脚着地が 2044回（48.0%）
であった．サーブは 1642回の着地動作のうち，両
脚着地が 528回（32.2%），片脚着地が 1114回
（67.8%）であった．トスは 1506回の着地動作のう
ち，両脚着地が 1345回（89.3%），片脚着地が 161
回（10.7%）であった．サーブに比べ，ブロックで
は着地の合計回数が，有意に多かった．また，ス
パイクとサーブに比べ，ブロックでは両脚着地の
回数が有意に多かった．それ以外の項目で着地動
作間，競技動作間に有意な差は見られなかった．
スパイク動作では，合計 1973回の着地動作のう
ち，レフトアタックが 856回（43.4%），センター
アタックが 390回（19.8%），ライトアタックが 295
回（15.0%），バックアタックが 432回（21.9%）で
あった．そのうちレフトアタックのうち，両脚着
地が 140回（16.4%），片脚着地が 716回（83.6%）
であった．センターアタックのうち，両脚着地が
214回（54.9%），片脚着地が 176回（45.1%）であっ
た．ライトアタックのうち，両脚着地が 165回
（55.9%），片脚着地が 130回（44.1%）であった．
バックアタックのうち，両脚着地が 120回
（27.8%），片脚着地が 312回（72.2%）であった．
着地動作間，スパイク動作間に有意な差は見られ
なかった．
ブロック動作では，合計 4255回の着地動作のう

ち，ノーステップブロックが 1263回（29.7%），ク
ロスステップブロックが 2217回（52.1%），サイド
ステップブロックが 775回（18.2%）であった．ノー
ステップブロックのうち，両脚着地が 665回
（52.7%），片脚着地が 598回（47.3%）であった．
クロスステップブロックのうち，両脚着地が 1050
回（47.4%），片脚着地が 1167回（52.6%）であっ
た．サイドステップブロックのうち，両脚着地が
496回（64.0%），片脚着地が 279回（36.0%）であっ
た．ノーステップブロックとサイドステップブ
ロックに比べ，クロスステップブロックの合計着
地回数が有意に多かった．
サーブ動作では，合計 1642回の着地動作のう
ち，ジャンプサーブが 1110回（67.6%），ジャンプ
フローターサーブが 532回（32.4%）であった．ジャ
ンプサーブのうち，両脚着地が 201回（18.1%），
片脚着地が 909回（81.9%）であった．ジャンプフ
ローターサーブのうち，両脚着地が 327回
（61.5%），片脚着地が 205回（38.5%）であった．
着地動作間，サーブ動作間に有意な差は見られな
かった．
セット数別
セット数別での着地回数の結果を表 3に示す．
第 1セットは 19セットで 2934回の着地動作があ
り，そのうち両脚着地が 1499回（51.1%），片脚着
地が 1435回（48.9%）であった．1セット当たり着
地回数は 154.4回で，そのうち両脚着地が 78.9回，
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表 3　セット別着地動作割合

Set セット数
全体 両脚 片脚 1set 当たりの着地回数

回数 % 回数 % 回数 % 全体 両脚 片脚

1 19 2934 100 1499 51.1 1435 48.9 154.4 78.9 75.5
2 19 2840 100 1477 52.0 1363 48.0 149.5 77.7 71.7
3 19 2958 100 1512 51.1 1446 48.9 155.7 79.6 76.1
4 10 1523 100  772 50.7 751 49.3 152.3 77.2 75.1
5  1 108 100   41.0 38 67 62.0 ― ― ―

表 4　足関節捻挫及びジャンパー膝既往の有無による着地動作割合

外傷・障害 既往有無
全体 両脚 片脚 1set 当たりの着地回数

回数 % 回数 % 回数 % 全体 両脚 片脚

足関節捻挫 あり 6648 100 3805 57.2 2843 42.8 20.7 11.8 8.9
なし 3696 100 1478 40.0 2218 60.0 12.6  6.97 5.63

ジャンパー膝 あり 6621 100 3011 45.5 3610 54.5 13.29  6.47 6.82
なし 3723 100 2272 61.0 1451 39.0 17.99 11.79 6.2

片脚着地が 75.5回であった．第 2セットは 19
セットで 2840回の着地動作があり，そのうち両脚
着 地 が 1477回（52.0%），片 脚 着 地 が 1363回
（48.0%）であった．1セット当たり着地回数は
149.5回で，そのうち両脚着地が 77.7回，片脚着地
が 71.7回であった．第 3セットは 19セットで
2958回の着地動作があり，そのうち両脚着地が
1512回（51.1%），片脚着地が 1446回（48.9%）で
あった．1セット当たり着地回数は 155.7回で，そ
のうち両脚着地が 79.6回，片脚着地が 76.1回で
あった．第 4セットは 10セットで 1523回の着地
動作があり，そのうち両脚着地が 772回（50.7%），
片脚着地が 751回（49.3%）であった．1セット当
たり着地回数は 152.3回で，そのうち両脚着地が
77.2回，片脚着地が 75.1回であった．第 5セット
は 1セットで 108回の着地動作があり，そのうち
両脚着地が 41回（38.0%），片脚着地が 67回
（62.0%）であった．両脚着地の回数において，第
2セットと第 3セットに比べ第 5セットの 1セッ
ト当たりの着地回数が有意に少なくなっていた
が，それ以外のセット数間，着地動作間に有意な
差は見られなかった．
足関節捻挫及びジャンパー膝との関連
足関節捻挫既往の有無による着地回数の結果を
表 4に示す．アンケートによる調査の結果，既往
歴あり 7名，既往歴なし 11名であった．既往歴あ
り群は 6648回の着地動作のうち，両脚着地が
3805回（57.2%），片脚着地が 2843回（42.8%）で

あった．既往歴なし群は 3696回の着地動作のう
ち，両脚着地が 1478回（40.0%），片脚着地が 2218
回（60.0%）であった．1セット当たりの平均の着
地回数は，既往歴あり群の両脚着地が 11.8回，片
脚着地が 8.9回で，既往歴なし群の両脚着地が
6.97回，片脚着地が 5.63回であった．足関節捻挫
既往の有無による各着地動作回数間に，有意な差
は見られなかった．
ジャンパー膝既往の有無による着地回数の結果

も同様に表 4に示す．アンケートによる調査の結
果，既往歴あり 10名，既往歴なし 8名であった．
既往歴あり群は 6621回の着地動作のうち，両脚着
地が 3011回（45.5%），片脚着地が 3610回（54.5%）
であった．既往歴なし群は 3723回の着地動作のう
ち，両脚着地が 2272回（61.0%），片脚着地が 1451
回（39.0%）であった．1セット当たりの平均の着
地回数は，既往歴あり群の両脚着地が 6.47回，片
脚着地が 6.82回で，既往歴なし群の両脚着地が
11.79回，片脚着地が 6.20回であった．ジャンパー
膝既往の有無による各着地動作回数間に，有意な
差は見られなかった．

考 察

本研究は，関東大学男子バレーボール 1部リー
グに所属する 1チームの公式戦を対象に，競技動
作別では両脚着地と片脚着地の回数，ポジション
別，セット数別ではセット数当たりの着地回数を
算出しそれぞれの着地動作の傾向について調査し
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た．また，足関節捻挫とジャンパー膝の既往の有
無による各着地動作の回数を調査した．仮説に対
する結果として，競技動作ではネット付近プレー
であるブロック動作時に両脚着地の割合が高く，
外傷・障害歴と片脚着地動作の割合に関連性は見
られなかった．
着地動作別
イタリアのプロリーグに所属する 48選手を対
象に試合中の着地動作を調査した報告によると，
2022回の全着地動作のうち，両脚着地が 1185回
（58.6%），片脚着地が 837回（41.4%）であった．
また，片脚着地のうち 558回（66.7%）が左脚，279
回（33.3%）が右脚からの着地であった１０）．片脚着
地の割合が本研究に比べ 7%程度であるが低値を
示しており，本研究の対象者が大学男子選手とア
マチュアレベルであったのに対し，先行研究では
プロリーグの選手を対象にしており，競技レベル
が影響している可能性が推察される．片脚着地が
バレーボールにおける外傷発生の重要な危険因子
であることが報告されている１２）ことからも，アマ
チュアレベルにおいてブロックやスパイク時の着
地動作で，両脚の安定した着地動作を実施できる
ように着地動作の技術改善を図ることが外傷予防
の観点から重要である可能性が示唆された．
ポジション別
ポジション別の着地動作について，Sは両脚着
地が片脚着地に比べ有意に多かった．これは S
のポジション特性であるトス回数の多さ，スパイ
ク回数の少なさが要因と推察される１３）．
競技動作別
日本の Vプレミアリーグの女子選手を対象に
着地動作について調査した研究において，スパイ
ク動作は 63.2%が両脚着地，36.8%が片脚着地，ブ
ロック動作は 65.7%が両脚着地，34.3%が片脚着
地と報告されており８），本研究結果と比較するとス
パイク動作・ブロック動作ともに両脚着地の割合
が高値である．近年男子バレーボールにおいて攻
撃時にトスを素早く上げスパイクを打つ戦術が増
加している傾向にあり，体勢の悪い状態でスパイ
クを打つケースやブロックジャンプを片足で踏み
切るケースが増加している１５）．そのため，男子選手
の方が女子選手と比較して体勢の悪い状態でスパ
イクやブロックを実施し，着地時においても体勢
の悪い状態で着地をするため，片脚着地が多く
なっている可能性が示唆される１３）．

スパイク動作別の着地動作は，スパイク動作間，
着地動作間の群間に有意な差は見られなかった
が，レフトアタックとバックアタックにおいて，
片脚着地の割合が他のスパイク動作と比較して割
合が高く，センターアタックとライトアタックに
ついては両脚着地の割合が片脚着地より高くなっ
ていた．レフトアタックやバックアタックを行う
選手はサーブレシーブをする機会が多い．真上に
ジャンプした場合と比較して，空中移動を伴う
ジャンプでは片脚着地率が高くなることが報告さ
れている８）．バックアタックはネットより 3m離れ
たアタックラインより後方から踏み切ってジャン
プする必要があり，前方への移動を伴うことが多
い動作である．一方，前方から踏み切るスパイク
動作では前方にネットがあるため，垂直に跳躍し
なければいけない場面が多く，踏み切りの位置と
着地の位置がバックアタックに比べると近くなっ
ている．このことから，スパイク動作時の空中移
動がどうあるかが着地動作に影響を及ぼしている
可能性が示唆される．スパイク動作と着地動作の
関係については，スパイク動作の助走やスパイク
動作における空中移動のあり方は本研究では調査
を行っていないため，今後調査する必要がある．
ブロック動作別の着地動作は，クロスステップ

ブロックがノーステップブロックとサイドステッ
プブロックと比較して全体の着地回数が有意に多
くなっていた．しかし，各ブロック動作の両脚着
地と片脚着地の間には有意な差は見られなかっ
た．着地動作の割合は，クロスステップブロック
のみ片脚着地が両脚着地より割合が高かった．ク
ロスステップブロックは体幹の回旋を伴いながら
助走を行うことで高く跳躍している１４，１５）．高い跳躍
が可能なことから，ノーステップブロックやサイ
ドステップブロックに比べて全体の回数が多く
なっていたことが推察される．また，クロスステッ
プブロックでは，他のブロックステップより体幹
の回旋動作を伴うことで空中でのバランスを崩し
やすい可能性があるため，片脚着地の割合が高く
なっている可能性が示唆された．
サーブ動作別の着地動作は，有意な差は見られ

なかったものの，ジャンプサーブの方がジャンプ
フローターサーブに比べて片脚着地の割合が高く
なっていた．ジャンプサーブはエンドラインから
踏み切り，前方への移動を伴いながら跳躍を行う
スパイクに近い動作である．そのため，ジャンプ
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フローターサーブと比較すると，空中移動が多く，
体幹の回旋も大きくなるため，バランスが崩れや
すく片脚着地の割合が高くなったことが考えられ
る１２）．
セット数別
セット数別の着地動作では，第 5セットの 1
セット当たりの両脚着地回数が，第 2セット，第
3セットに比べて有意に少なくなっていた．これ
は，第 1セットから第 4セットまで 25点先取であ
るのに対して，第 5セットは 15点先取であること
が考えられる．しかし，両脚着地と片脚着地の割
合で比較すると，両脚着地が第 1セットは 51.1%，
第 2セットは 52.0%，第 3セットは 51.1%，第 4
セットは 50.7%，第 5セットは 38.0%と第 5セッ
トのみ他のセットと比べてやや両脚着地の割合が
低い傾向を示した．本研究結果より，その要因を
特定することは困難であるが，セット数が増える
ことで外傷・障害の発生リスクが高まる可能性が
示唆された．
足関節捻挫及びジャンパー膝との関連
足関節捻挫とジャンパー膝の既往の有無による
各着地動作の群間に有意な差は見られなかった．
バレーボール選手を対象にポジションによる外
傷・障害発生について調査した研究では１６），足関
節における外傷・障害発生割合について，足関節
捻挫の発生割合がスパイカーは 72%，セッターは
70%，レシーバーは 67%と報告されている．片脚
着地が足関節捻挫の危険因子となることが報告さ
れていることから８），どのポジションにおいても片
脚着地動作を減らすことで足関節捻挫の予防に繋
がる．
バレーボール選手を対象にポジションによる外
傷・障害発生について調査した研究では１７），膝関
節における外傷・障害発生割合について，ジャン
パー膝の発生割合がスパイカーで 22%，セッター
で 6%，レシーバーでは 0%と報告されている．ま
た，ジャンパー膝は着地回数が多い選手ほど受傷
率が高くなることが報告されており，片脚着地の
着地側の偏りによりジャンパー膝の発生側にも影
響を与える可能性が推察される．
本研究では，足関節捻挫やジャンパー膝の既往
がある選手の着地回数や着地特性には群間に差が
見られなかった．しかし，本研究においてポジショ
ン間，競技動作間で着地特性に差が見られたこと
や，過去の研究においても着地特性や着地回数と

外傷・障害発生との関係が報告されている．その
ため，バレーボールにおける外傷・障害発生を予
防するために今後サンプルサイズを増やし，着地
特性，着地回数と外傷・障害発生との関係や，外
傷・障害の受傷機転や好発動作・ポジションなど
との関係の調査を継続していくことの必要性が示
唆された．

結語（まとめ）

足関節捻挫とジャンパー膝既往歴の有無による
着地動作との関連性は見られなかったものの，ポ
ジションや競技動作により，着地回数や両脚着地
と片脚着地の特性に差異が見られた．今後より詳
細かつ多様な障害との関連性を検討・調査が必要
である．
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Analysis of landing situations and the relationship between landing
situations and injury history in volleyball

Maemichi, T.＊1,2, Matsui, T.＊1, Yamaguchi, R.＊3

Wakamiya, K.＊3, Ogawa, Y.＊3, Kumai, T.＊1

＊1 Faculty of Sport Sciences, Waseda University
＊2 Institute of Life Innovation Studies, Toyo University
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〔Abstract〕 (Purpose) This study aimed to investigate the relationship between double-leg and single-leg landings
in volleyball and the history of injuries, specifically ankle sprains and jumper’s knee.
(Methods) Eighteen players from a first-division university men’s volleyball team were observed their landing
movements through videotapes of 68 sets across 19 matches. Landing motions were analyzed, and a questionnaire
assessed participants’ history of ankle sprains and jumper’s knee over the past five years. Data were categorized
by landing motion, player position, competitive phase, number of sets, and injury history.
(Results) No significant association was found between landing type (double-leg vs. single-leg) and prior ankle
sprains or jumper’s knee. Setters exhibited significantly more double-leg landings than single-leg landings. Blocks
had significantly more double-leg landings compared to spikes and serves, with the cross-step block showing the
highest total landings. The fifth set had fewer double-leg landings than the second and third sets.
(Conclusion) This study indicates no direct link between landing type and injury history among volleyball play-

ers. However, significant differences in landing distribution were observed based on player position and competi-
tive phase. Future research should explore these associations with broader injury profiles and more extensive par-
ticipant cohorts.


